
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回復期リハビリテーション病棟 40 床】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連職種によるチームアプローチにより 

日常生活動作の向上、家庭復帰を目指します! 

入院対象患者様 （発症・受傷から 1～2 ヶ月以内） 

 

・ 脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷 

・ 大腿骨頸部、骨盤、股関節・膝関節などの骨折もしくは手術後 

・ 外科手術、肺炎などの治療の為の安静により生じた廃用症候群 

・ 大腿骨、骨盤、脊椎、股関節、膝関節の神経、筋、靭帯損傷後 

・ 股関節、膝関節の置換術後 

※入院期間は疾患により異なります。（60 日～180 日） 

回復期リハビリテーション病棟のご案内 

 

宏和会では医師を中心に看護・介護職員、理学療法士

（PT），作業療法士（OT），言語聴覚士（ST）・ソーシャルワー

カー（MSW）などが家族を含めてチームアプローチにより在

宅ケアを目指しています。 

また、1 ヶ月毎に患者様・家族を含めた話し合いを実施

し、現状の確認等を行っています。 

    

    

    

    

    

介護職員介護職員介護職員介護職員    

（Ｃ（Ｃ（Ｃ（Ｃssss））））    

    

医師（Ｄｒ）医師（Ｄｒ）医師（Ｄｒ）医師（Ｄｒ）    

 
看護師看護師看護師看護師    

（Ｎ（Ｎ（Ｎ（Ｎssss））））    

    

    

理学療法士理学療法士理学療法士理学療法士    

（ＰＴ）（ＰＴ）（ＰＴ）（ＰＴ）    

    

作業療法士作業療法士作業療法士作業療法士    

（ＯＴ）（ＯＴ）（ＯＴ）（ＯＴ）    

    

言語聴覚士言語聴覚士言語聴覚士言語聴覚士    

（（（（SSSSＴ）Ｔ）Ｔ）Ｔ）    

    

家族家族家族家族    

    

    

    

医療ソーシャル医療ソーシャル医療ソーシャル医療ソーシャル    

ワーカー（ＭＳＷ）ワーカー（ＭＳＷ）ワーカー（ＭＳＷ）ワーカー（ＭＳＷ）    

リハビリ対象者リハビリ対象者リハビリ対象者リハビリ対象者    

瀬戸・尾張地区では初の高齢者・障

害者対応のトレーニング機器（写真

①）を導入し、積極的なリハビリテーシ

ョンや北欧で開発されたレッドコードセ

ラピーを取り入れた運動も実施してい

ます。（写真②） 

リハビリテーション内に和室・台所を使用し、 

日常生活での動作訓練を実施 

写真① 

写真② 

広々としたリハビリテーション室 言語訓練室 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活に即したリハビリテーションを実施 

家屋調査により自宅の改修にも協力! 

写真③ 写真④ 

毎食、ラウンジにて食事をします 

・365 日のリハビリテーション実施。（ゴールデンウィーク・祝祭日・年末年始も実施しております） 

・日常の生活訓練として食事・整容・更衣・排泄などを起床時や就寝前にもセラピストが対応。 

・担当セラピスト：理学療法士 9 名、作業療法士 5 名、言語聴覚士 4 名 

退院に向けてのリハビリテーション 

 

退院に向けて、自宅での状況を患者様・ご家族様

と一緒に確認し、改修や福祉用具の選定アドバイス

も行っています。（写真⑥、⑦） 

写真⑥ 

屋外（近隣の神社・寺など坂道や砂利道）での歩行練習や、愛環山口駅～高蔵寺駅までの公共交通機関の利用

したトレーニング、A コープやアピタでの買い物練習も行っています。 

写真⑤ 

退院後のリハビリテーション 

 

患者様の状況に応じて、あさい病院での通院に

よる外来リハビリテーション（理学療法、作業療法、

言語聴覚療法）または、介護保険を利用した、やま

ぐち病院内でのデイ・ケア（通所リハビリテーション）

施設の利用が可能です。 

地域によっては、訪問リハビリテーションの提供

も行っています。 

写真⑦ 

理学療法士・作業療法士による入浴動作（写真③）や排泄動作（写真④）などの日常生活動作訓練を実施しています。 

言語聴覚士による発話・発声訓練や食事に関する検査・訓練も積極的に行っています。（写真⑤） 

幅広い廊下での歩行練習 
言語聴覚士による言語訓練 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込みやお問い合わせは下記までお気軽にお電話ください。 

 ・回復期リハビリテーション病棟について 

あさい病院 相談室  担当 波多野  （内線 3601） 

 

 ・リハビリテーションについて 

あさい病院 リハビリテーション科 担当 新美  （内線 2130） 

なお見学も随時行っております。 

平成 20 年 4 月の診療報酬の改定より，回復期リハビリテーション病棟に対する質の評価導入がさ

れました。当院では，在宅への復帰者数、重症患者の受け入れ状況など様々な条件をクリアして高

い評価を受けています。 


